自分で 思 ひ 立って 映画 を 観に 行った こと はま づ ない 

と 云って い、。 犬て いは 女た ちの 御 招 伴で ある。 これ 

は 映画と 女と を 一 緒に 軽蔑して ゐる やうに 聞え るが、 

決して 女 も 映画 も 軽蔑して ゐる わけで はなく、 全く 無 

精 だからで ある。 —— 芝居の 方 はどう かと 訊かれる と、 

これ はまた 一層 ひどい。 一年に 二三 度 あるかな し、 そ 

の 代り、 これ は 自分で 思 ひ 立つ。 

評判に なった 封 切 ものな ど、 家の 誰か > 観て 来て 話 

をす るの だが、 つ ひその ま、 になって しま ふこと が 多 

ヽ o 

レ 

今頃 こんな 標題 を 持ち出す とその 道の 人は嗤 ふか も 



ひ 出さう としても 思 ひ 出せな いんです からい、 でせ う _ 

私が 活動写真 を 観て、 始めて 芸術的 感激 をう けたの 

は 「車輪」 が 巴 里で 封 切され た 時 だ。 ぁゝ いふ 感激 は 

二度 繰 返される もので ない こと は 知って ゐ るが、 その 

後 チャップリンの 「小僧」 とい ふの を 見て 悦んだ こと 

が ある。 「面影」 は 非常に 佳い 場面と 映画に は 無理 だ 

と 思 ふ 場面と が 頭に 残 つて ゐる。 

「最後の 人」 は 映画の 技術と、 ャ ニン グ とい ふ 名優 型 

の 役者に 心を惹 かれた。 

「ヴ アリエ テ」 はちつ とも 面白くなかった。 

「レ • ミゼラブル」 は ュゴォ の 通俗的 半面の み を 誇張 



した 愚作で あり、 「タル チ ュフ」 は モリエ ー ルを 履き 違 

へ、 ォ ー ト. コメデ イイの 精神 を 解し ない 醜悪な 写真 

である。 

こんな ものより は、 「チャング」 の やうな 実写 的の も 

のの 方が 見て ゐて 退屈し ない。 但し、 実写なら 実写ら 

しく、 変な 芝居気 を 抜いて、 素直に 紹介の 役目 だけ を 

果して 欲しい。 裸の 土人に、 わざとら しい 驚きの 表情 

などさせる に は 及ばない。 

「ビッグ • パレ— ド」 を 観て、 かう いふ 写真が、 なぜ 

もっと 早く 出なかった か、 それが 不思議な くら ゐ だつ 

た。 最後の 場面 は 亜米利加 式で 月並 以下 だが、 所謂 



「戦線」 の 生活 は 巧に 物語られて ゐる。 近来の 見つけ 

ものである。 

「プラ ァグの 大学生」 は 何処まで も 「芸術と 手術」 (？) 

張りで、 あの ファイトと かいふ 役者の 夢遊病者 的 演技 

も 大方 底が 見えた やうで ある。 いや、 それよりも、 あ 

の 魔術 使 ひ 見たい な 金貨 を、 さも 深刻ら しく 使った と 

ころな ど、 独逸 流の 悪趣味に 相違ない が、 これが また 

活動写真 式と でも 云 ふので あらう か。 

一 体、 独逸の 映画 は、 芝居が さう である 如く、 監督 

の 意志が 隅々 まで 行き渡り、 あらゆる 効果が 精密 に 計 

算 され、 観客 は、 常に 与 へられた もの だけで 満足す る 



者 は、 いくらでも ある。 ァ ドルフ. マン ジ ユウと ダグ 

ラス • フエ ャ バンクス は、 どちらも たまらなく いや だ 

家の 者 同志が、 ある 映画の 話 をし 合って ゐる。 「そ 

れ はなんだ」 と 聴く と、 最近 私 も 一緒に 観た ことの あ 

る 写真だった とい ふやうな ことがある。 茲に到 つ て、 

私 は、 映画 を 語る 資格がない こと を覚ら なければ なる 

一 一、 ヽ o 

,3 レ 
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